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1. 授乳期乳癌の 1例
坂本薫(千大)
症例 28歳主婦，妊娠7カ月項より左服寵部続いて左
乳房にも腫癌触知。分娩後当科受診，分娩2カ月後に手
術 (Br十Ax+Mj+Mn)施行， Stage m(Tmlα，mo.) 
術後 60CO照射，続いて化学療法施行。術後 1年の現在，
再発の徴ない。
本邦における報告例55例，教室症例 6例について検討
したが早期に治療されたものの予後は悪くない。教室の
長期生存例は肢寵リンパ節転移の無い 1例だけである。
早期に発見治療する事が最も重要である。 
2. 騨管結石症の一治験例
菅井桂雄(千大)
アルコール性陣炎に続発したと思われる勝管結石症の
手術による一治験例を，若干の文献的考察を加え報告す
る。症例は， 49歳男性。主訴は上腹部微痛。大酒家であ
り， 20数年来繰り返す心寵部痛と背部への放散痛があっ
た。勝機能検査では， P圃 S試験で三因子の低下，糖負荷
試験で境界型血糖曲線が認められた。 ERCPにより勝
頭部に結石を数個認めた。手術は，勝管空腸側々吻合術
を施行し，結石7個を摘出した。 
3. 後腹膜のう腫の一例
大塚雅昭(千大)
比較的稀な後腹膜リンパ褒腫の一例を経験したので、報
告する。症例は腹部腫癒を主訴とする26歳の女性で術前
診断は後腹膜腫癌である。右腎と強く癒着した腫癌が後
腹膜腔にあり，これを全摘出した。標本の大きさは26x 
20x 6cm重さ3400gで嚢腫の内容は淡黄色透明な液体
であった。組織学的には， リンパ嚢腫で，調べ得た限り
では文献上集計し得た後腹膜腫蕩1129例中リシパ嚢腫ば
本症例を含めて52例4.5%であった。 
4. Cruveilhier-Baumgarten症候群の 1例
白戸寿男(千大)
症例は吐血を主訴とした乙型肝硬変の 47歳男性であ
る。心寵部に Thrillを触れる静脈性雑音， 牌腫，腹壁
静脈の拡張蛇行及び食道全長に亘る高度な静脈癌があ
り， PTPにて瞬静脈， 腹壁静脈の着明な拡張蛇行を認
め，門脈圧は540mmHzOで， 本症候群と診断した(本
邦報告例33例目)。食道粘膜離断術を施行，術後食道静
脈癌は消失し，治癒せしめた。摘出牌重量は1600gで
あった。 
5. 全内臓逆位症を伴った急性化膿性胆管炎の 1例
林春幸(千大)
症例は71歳女性。左季肋部痛，発熱，黄症の症状で入
院。逆行性胆管造影にて胆嚢胆管結石症と診断された。
入院中縁膿菌による菌血症を起こし，ショック状態とな
る。緊急手術を行なうに，全内臓が逆位を呈していた。
胆嚢摘出術，胆管の切開排膿， Tチュープドレナージを
施行。術後は経過順調で再手術にて胆管内結石摘出を行
ない全治した。本例は内臓逆位と胆管系疾患の合併した
本邦で21例目の報告であり，文献的考察を加えた。 
6. 一酸化炭素中毒による急性腎不全の一例
山崎一馬(千大)
稀な一酸化炭素中毒による急性腎不全の一例を経験し
たので報告する。症例は無尿と両下肢不全麻庫を主訴と
する26歳の男性で，入院時 Ht65%， Cr 6.9mg/dl， 
BUN 70mg/dlで、あった。合計16回の血液透析により利
尿をみ腎機能の回復がえられ，両下肢不全麻療も漸次回
復した。文献上集計し得た一酸化炭素中毒による急性腎
不全は，本症例を含めて本邦 6例で死亡例2例を除く 4
例中全例に四肢麻療がみられた。
